深い泉43号- 1面(幸せを求めるあなたに)

「子どもがなんだって...」
[image: image1.emf]血を売ってゲームをする子どもたち　2008年11月、韓国情報文化振興院インターネット中毒予防相談センターに、驚くべき相談が入ってきました。「高校2年生の息子があまりにもゲームをするので、家のコンピュータをなくして4カ月くらいになりますが、ある日見たら、腕にアザができていました。息子は、学校で団体の献血をしたと話したのですが、一ケ月に一回ずつ続く献血に、どうしても変なので、担任の先生と話をしたところ、そんなことはないと言われました。分かってみたら、献血すればもらえる文化商品券のゆえにしていたのでした。あまりに、あきれてしまいました。親は少しでもより良い食べ物を食べさせて健康のことを考えているのに、息子はPC喫茶店でゲームをしようと血を売っていたのです。本当に天が崩れるような思いです。こういうことでは、臓器まで売るのではないかと思って、私たち夫婦は眠ることもできません。これは、どうすれば良いのでしょうか」親の顔も、生きているか死んでいるのかも知らずに、母方のお祖父さん手で育てられた小学校6年の少女の告白も心を痛くします。「お金は何なのですか。お金が何だから、私たちをみじめにさせるのか分かりません。この世の中にお金という存在がはじめからなかったなら、世の中の人、みんなが平和に生きることができるはずなのに......ママ、パパはどうして私を捨てたのでしょう。私がじゃまだったのでしょうか。私は、今はこう考えることにしました。人生の中には、かならずどうしようもない苦難があるものだが、単に私には、少しはやく訪ねてきただけだとね..」
このことをどのようにすれば良いのでしょうか。サタンがアダムとエバの家庭を攻撃したから後、こんにちの家庭と次世代はさまよっています。エバの前で「これは私の骨からの骨。肉からの肉だ」と告白しながら感激したアダムの告白は、サタンの攻撃の前に相手に向かった不平と不満、非難と責任転嫁に変わってしまいました。その中で、真の幸せのモデルを見ることができずに育った息子カインは最初の殺人者になって、弟アベルを殺して、恐れの中でこの地をさまようようになりました。サタンに捕われたカインの子孫は、より一層堕落して、神様に敵対するサタン文化をこの世界に根をおろすようにさせ、今でも家庭と次世代のたましいと生活を堕落と淫乱に引っ張っていって、破壊させています。地球上の、だれも解くことができないこの問題は、どのようにすれば良いのでしょうか。その答えを知らせるのが、聖書が記録された目的です(ヨハネの福音書10:10、20:31)。そして、その解答がまさにイエス・キリストなのです。この世に来られたイエス・キリストは人間の代わりに十字架で死に、復活されることによって、人間の罪と運命、呪いと災いの問題をすべて解決されました(マルコの福音書10:45、ローマ人への手紙8:2)。信じる者すべてと永遠にともにいて、神様の子どもになる道を開いてくださいました(ヨハネの福音書14:6、1:12)、真の王として来られてサタンの権威を打ちこわし、その手から解放する道になってくださいました(ヨハネの手紙第一3:8、ヘブル人への手紙2:14-15)。このイエス・キリストを信じて受け入れる時、あなたとあなたの家系のすべての不幸の問題は終わるようになります。それがまさに神様の約束で、条件がない愛なのです。

神様の子どもになる受け入れの祈り
愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで復活されることによって、私のすべての問題を解決されたキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いてイエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になってくださり、私を導いてください。これから神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン

深い泉43号- 2面(The Leader's Time)
暗やみ経済を生かす光の主役
	死んでも影響をおよぼす暗やみの経済　アメリカ経済の専門紙フォーブス(Forbes)は最近「墓で金をもうける有名人」13人を発表しました。その中で、エルビス・プレスリーは10年間1位で、昨年5200万ドル(日本円で約50億円)をもうけて、現在、活発に活動しているジャスティン・ティンバーレイクやマドンナの収入をはるかに追い抜きました。映画俳優マリリン・モンローも650万ドルで9位を占めており、13人が一年稼いだ収入が1億 9400万ドルに達すると明らかにしました。教会経済がさまよっている間、瞑想産業の代表である丹ワールドは、世界7ケ国、600個余りの修練院で300万人の会員を確保して、カナダ北部の1億坪の敷地の上に、複合瞑想体験の村であるHSPアールズビレッジを作り、瞑想産業が20-30倍成長するターニングポイントになると主張しました。教会経済が生き返らなければ、反対に暗やみ経済はより一層、大手を振って歩くようになります。景気不況の中でも、不況を知らない麻薬産業、ギャンブル産業、淫乱産業、シャーマニズム産業だけ見てもそうです。

しかし、確かに経済は神様の御手にあります。世の中を維持するのも神様の御手に、未来を動かすのも神様の御手に、伝道者のための隠れた経済も神様の御手にあります。それなら、私たちはどんな準備と祈りをしなければならないのでしょうか。最初に契約的な証拠を堅く握らなければなりません。カナンの地の契約を握ったアブラハムは、ソドム王が認めてメルギセデクが祝福するほど経済が与えられ、契約を握って最後まで信仰告白したヨブには倍の経済をくださいました。ダビデが告白したのは、富と誉れは確かに神様の御手にあるということでした。福音の光を放ちさえすれば、全世界の暗やみが崩れて、遠方から息子と娘が財宝を抱いて戻ってくると約束されました。パウロがカイザルの前に立つまで、世界福音化されるまで、神様の約束は変わりません。二つ目、初代教会のワンネス(Oneness)の中に入ればよいのです。福音運動、地教会運動の価値を知っている人たちが、ワンネス(Oneness)になって命をかける時、暗やみの経済は、完全にうち砕かれて、ローマまで生かすようになりました。そのニックネームがローマ人への手紙16章にあります。三つ目、明らかな経済の家訓がなければなりません。地域の文化を生かす教会建築、教会経済を生かす十分の一、世界宣教するほどの家庭と家系の祝福、未来と次世代を生かすRUTC(レムナント共同体訓練場)、これが光の経済を回復するブルーオーシャンです。


	神様の子どもの五つの確信

①救いの確信-イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは神様の子どもになって救いを得ました。(ローマ8:15-16、Ｉヨハネ5:10-13)

②祈りの答えの確信-神様の子どもは、イエス・キリストの御名で何でも求めることができ、神様はみこころによって、かならず答えられます。(ヨハネ15:7)

③導きの確信-神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての生活を治めて、導かれます。(ヨハネ14:26-27、箴言3:5-6)

④赦しの確信-あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決されたので、誰でも罪を告白して、悔い改めれば赦してくださいます。(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤勝利の確信-救われたあなたは世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます。(ローマ8:31-37、Ｉヨハネ5:4)

	
	神様の子どもの毎日の祈り

父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられ、導いてくださることを感謝します。今日も、すべての生活の中で、神様の子どもになった祝福を味わうように聖霊に満たしてください。私の家庭と現場と行く歩みごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を、権威あるイエス・キリストの御名で縛ってください。どんなこと、どんな問題でも解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる歩みになりますように。それで、私の人生を通して、イエス様がキリストであることが宣べ伝えられ、私の現場に神様の国が臨むようにしてください。毎日、私の生活の中で、神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利することができますように。今でも私とともにおられるイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン

	
	深い泉語録　

牧会とは何か。牧師が聖霊に導かれ、信徒が聖霊に導かれるようにお手伝いすることだ。

弟子とは何か。聖霊の導かれる人どうしが会うことだ。

伝道、宣教とは何か。聖霊に導かれる現場へ行くことで、聖霊に導かれる現場に会うことだ。

(2008.11.11.新しい家族修練会2講の中から)




深い泉43号- 3面(今週の黙想)
唯一の機会と待つことの祝福
重職者時代の理由と神様の準備　なぜ今、私たちは重職者時代を開かなければならないのでしょうか。聖書を見れば、一度も例外なく、重職者が起きる前には、改革や神様の働きが起きたことはありません。長老が起きて、すべての民に門柱に羊の血を塗れと伝えた日、つかさが先に起きて契約の箱について行けと伝えた日、偵察した者が現場を見てきた日、重職者ピリポが伝道現場を探して進んだ日、ダマスコで重職者アナニヤが契約を握って祈りながら待っていた日、神様は奇跡の働きを成し遂げられました。私たちは、今、宗教改革の中の改革である重職者時代を開いています。このことのために、神様は教会の中に、教会の外に、隠された人物を準備しておかれました。その伝道弟子を集めることが、重職者がしなければならない唯一なことです。私たちにくださったただ一度の機会で、最後の機会で、唯一の機会で、永遠な祝福であるという事実を常に記憶しなければなりません。そして、神様の前で動機を捨てるべきです。皆さんの一言で、重要な門が開いたり、大きい門が閉じられたりもします。ただ福音ならば、すべてのことに永遠な答えが起きるようになっています。
力があれば、世界福音化ができます。神様の計画であることが確実ならば、神様の力のレベルで見なければなりません。これを信仰と言います。初代教会はマルコの屋上の間で５つの力を受けて、大きいかん難の中でも、聖霊に導かれて、その力でローマを越えました。神様が私とともにおられるから、私はどんな場合も生き残れるという信仰が、聖霊の満たしの開始でした。すべての信徒が一つになる時ごとに、教会が一つになる時ごとに、聖霊に満たされる働きが起きました。聖霊の力を防ぐ者は、この地にはだれもいません。聖霊の力があれば、世界を生かせます。この力、この答えが、今、私たちに最も必要なことです。私が困難にあう、その時が神様の前では最も重要な時間です。神様が私に最も良いことを準備しておかれた時間です。神様はイスラエルに対する最高の働きと最高の計画を準備しておいて、モーセをミデヤンの荒野に追い出されました。初代教会の弟子たちは、十字架事件以後、過去に逃げていたのですが、復活されたイエス様は弟子を訪ねてきて「聖霊を受けなさい...」と過去から脱出させてくださいました。今でも聖霊で働いておられ、確実な未来を準備しておられます。
今は待つだけで良いのです。人生すべての問題解決がキリストだな!(使徒1:1)という体験がくる時まで待てば良いのです。そうすれば、かならず神の国が臨むようになっています(使徒1:3)。この時、聖霊に満たされる働きを通して未来を見るようになって、力を受けるようになります。伝道弟子を集める重職者時代の時刻表を知って、初代教会に起きた5つの伝道運動の道しるべを見れば良いのです(マルコの屋上の間、アンテオケ教会、宣教師派遣、マケドニヤ、ローマ)。それでは、私の霊的問題はどのようにするのですか。本格的に祈りの深い段階に入って(使徒1:12-14)、,教会を通して5つの力を受けて(使徒2:1-47)、パウロのように祈りの特別な段階に入れば良いのです(Ⅱコリント12:1-10)。神様の力で勝利するようにお祈りします。

深い泉43号- 3面(横面-森の泉+週間メッセージ)
	森の泉

	24日(月)

私の環境と現場を越えなさい(ローマ16:25-27)

私だけの祈りの方法を見出せば、環境と現場を越えるようになります。神様がくださったこと(キリスト、神の国、聖霊の満たし)を味わって、神様の子どもに与えられた7つの祝福を体験しながら、未信者状態を砕くイエスの御名の権威を使うのが祈りです。

25日（火）

世界を越えなさい(黙示1:1-3)

私だけの聖霊に導かれる現場を持てば、神様がともにおられることに対する確信を持つようになります。その中で主の使いを送って、保護して祈りに答えてくださっていることを知るようになります。すでに世の中に勝つ権威、サタンをうち砕く権威をくださったことを発見するようになります。

26日（水）

運動不足に関するメッセージ(Ｉペテロ5:7-8)

私を見出す重要な方法が生活習慣(規律)です。福音の中で私を見つける時間、みことばを聞きながら黙想する時間、一日に一度でも深い祈りの時間、勉強と運動する生活のリズムを失ってはいけません。

27日(木)

準備された重職者アナニヤ(使徒9:1-15)

私の伝道、私の祈り、私の現場、私のフォーラムがある時、神様が最も望まれることをするようになります。この時、地域(地教会)と次世代(RUTC)と全世界の暗やみ経済を(OMC)生かす伝道、宣教、文化の働きが通じるようになります。

28日(金)

アンナスの尋問(ヨハネ18:19-27)

私たちに危機がきた時、勝利する答えを受けようとするなら、どのようにしなければならないのでしょうか。先に完全に福音の中に入って、福音の根をおろさなければなりません。そして、神様のみことばを握らなければなりません。困難が来たら、神様の計画を見つけて、真の答えを受けなければならないと決断すれば、危機は機会になります。

29日(土)

人を生かす場所にいる私(ピリピ2:1-4)

祈る時ごとに福音を味わえば、世の中も、環境も、知識も、成功も越えられる力を得るようになります。そして、神様が願われる人を生かす所に、時代的な要請である重職者時代と次世代を生かす祝福の中にいるようになります。

	週間メッセージ

	産業宣教:疎外されたエリートに福音をあたえる

重職者(使徒8:26-40)

伝 道 学:葛藤(9)-牧師を偶像化？(出14:1-13)

核心訓練:力があってこそ世界福音化できます

(使徒19:1-7)

聖日1部:過去に戻った弟子たちに現れたキリスト

(ヨハネ21:1-14)

聖日2部:世の中と神の国と道しるべ(使徒16:6-10)


深い泉43号- 4面(深い泉Story)
隠された祝福を見つけよう

目にずっととどめておきたいあざやかな秋の紅葉も、もう冬の風にその光を失っている。晩秋の冷たい雨のしずくは、標的を合わせるように秋に命中して、歩道の上に落葉をはらはらと散らす。季節がめぐる中で、秋は冬を迎えて、私たちは紅葉をながめたその木に、うず高く積もった雪を見ながら喜びの声をあげる日が、もうすぐ迫ってくるだろう。また風の音も留めることができない、冷たい冬の木の枝は、深い根から吸い上げ乾いた水分を溶かして、新しい芽のきれいな薄緑色ののどかな春を引き出し、その木に緑が生い茂るようになると、強い日差しの陰になって、通り過ぎる旅人の憩い場になるだろう。一つの木の一生で、私たちは数回の惜しむ気持ちと喜びを見ることができる。単なる意味がないと見られる植物にもかかわらず、自然の中に根をおろしている理由だけで、多くの価値を発見することができる。
女性の朝は、男性より少し長い時間を要求する。同じ時間でも、その急ぐ短い時間の中でも取る長い時間は、時間の価値より、貴重な美しさのプライドの方を選ぶからである。なぜ女性は化粧するのに心を込めるのかというと、自分の中に隠されている価値を表わしたいためであろう。持っていることを表わすことができないのは、謙そんではなく、礼儀ということはもっと違う。かえって価値をないがしろにする怠惰さは、自分だけが知らないまま、自分の足りなさを他人にラッパを吹いて見せて通う格好になる。だれでも人は、今日の自分を通して未来をながめようとする。道に出てみなさい。矢のように、人と事物が、どこかに忙しく走って行く。本人が知っているのか、知らずにいるのか、未来の価値を追求する苦闘で、人生は気ぜわしいのだ。
人生の未来の最高の価値は、結局、目に見える事物の中で発見されるのが現実だが、実際の目で現実を見れば、その価値は結局、救いを発見する長い旅行の日程であることを見るようになる。若い時間に、世的な価値の益を求めて光だと見えたのに、少しの間の幸せの後に訪ねてきた不信仰の夫を通して一生を葛藤しながら苦労した妻の涙の祈りは、結局、神様の救いに達するようにするハッピーエンドで終わるドラマのような人生の話であるが、それはまさに私たちの親の話や、私たちの周辺で簡単に発見できる単純で正確な人生のストーリーだ。今日、考えてみなければならない。私の人生はこのように苦しみながら生きなければならないのか。そうでなければ、何か計画された祝福が隠されているのに、私がひょっとして知らずにいるのではないだろうかということを。木は地に根をおいてこそ美しくて、鳥は空に翼を広げてこそ自由なように、人生は神様の中にあってこそ祝福が味わえるのだが、それは人生という時間の中に隠されている。したがって、人生の時間の中に隠してあったので知るようになるキリストの御名の中にある救いの奥義の中に案内するこの手紙は、あなたが隠された祝福を見つける幸せな羅針盤になるだろう。

チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)






